


ごあいさつ

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、

多数の方々のご来場をいただきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、メンバー諸君が仲間と貴重な、しかも楽しい音楽経験を積み重ねて、はや第 22

回日となりました。今回の演奏会は指揮者に清水史広氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますます

努力と研鑽を積み重ね、本国ここに魅力あふれる交響曲を、披露してくれるものと期待致しておりま

す。ところで、作曲家「山田耕作」と云えば、当時は日本の洋楽黎明期でもありましょうが、日本最

初と冠したいくつかの事柄が頭に浮かびます。例えば東京フィノL/ハーモニー管弦楽団を組織し、東京

帝国劇場で定期演奏会を開催し、また大編成の交響曲、歌劇に手を染めたのも彼が最初です。彼は「か

らたちの花」「赤とんヤ角 「松島音頭」等、今では和製ポップスの世界では死語になりつつある、「言

葉の抑揚とメロディの抑揚が同じ」言文一致の手法で歌う、聴く人の心のひだの奥深くまで染み入る

曲を作曲。これを交響曲、歌劇にも採り入れているので大変聴き易く、なつかしい感じの曲になって

います。皆様にはその努力の結実を演奏の中にお聴きいただければ幸甚に存じます。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心両面にわたるご支援を賜りまし

た皆様方をはじめ、ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますま

すの発展を祈りまして、ご挨拶とさせていただきます。

京都フィロムジカ管弦楽団顧間  和田 之宏

指揮者が持っている楽譜のことをスコアといいます。スコア (総譜)には各パートの譜表が全部出

ていて、一日でどの楽器が何を演奏するのかがわかるようになっています。英語表現に な‐� the

score"と いう言い方がありますが、これはもともと競技や試合の得点を知るということから、転じ

て「今の状況をわかつている」という意味で使われます。

私たちは自分の演奏する楽譜以上にスコアを読み込んでいます。いま誰が何を演奏しているのか、こ

の進行状況で自分が何をすべきかをわかつているつもりです。きょう演奏する曲のなかには複雑に入

り組んだスコアのものもありますが、自分たちなりにこれを理解しひとつのメッセージとして聴衆の

皆さまにお伝えできれば幸せに思います。どうぞ最後までごゆつくりお楽しみください。

京都フィロムジカ管弦楽団団長  長岡 武志

αb太陽皇7Jb島
舞鶴  宮津  小浜

事務局 :舞鶴市字福来 1111の 2  TEL:0773(77)2710
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ロビーコンサー ト

ジヤン・フランセ/木管四重奏曲 (1933)よ り
Fl.江藤、Ob.石原、Kl.田 中、Fg.常見

本管楽器の人間に「最もフランスらしい作曲家はだれ ?」 と尋ねれば、必ずこのフランセは登

場する、それくらい「おフランス」のイメージぴったりな作曲家。近現代の作曲家であるにもか

かわらず、どこか懐かしい、しかも常に「おもしろ、おかしい」ことを追求する、軽妙洒脱なフ

ランセのまだまだ若い頃に作曲した四重奏です。五重奏は難しすぎるという我々も、これならい

けル???と 、いいんですがねっ。 (田中)

E.フ ンパーディンク/歌劇「ヘンゼルとグレーテル」よリ タベの祈 り 他
Horn:芦原、片山、草木、坂日、長尾、長岡、野田、増田

「お菓子の家」で有名な、グリム童話に基づくこの歌劇は、初演以来、クリスマス・シーズン

の上演が慣例となっています。中でも最も有名なこの旋律は、最近では「N響アワー」のエンデ

ィング・テーマにも使われています。その他、クリスマスにちなんだ短い曲を幾つか、ホルン8

本による重厚かつ荘厳なサウンドで皆様にお贈りいたします。 (片山)

ロベル トロフックス/ク ラリネット五重奏 (Op 102)よ り第 1楽章
Vn.田村、山口、Va。田中、Vc.多田、Kl.田 中

フックスは後期ロマン派から 19世紀にかけ、ウィーンを拠′点に活躍した作曲家であり、また

ウィーン音楽院の楽理科で教職に就き、マーラーやシベリウスを教えたことでも知られている。

このクラリネット五重奏は、あくまで古典的な響きを堅持しながらも美しいメロディと魅惑的な

和音進行で構成される佳曲である。 (田中)
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曲目解説

山田耕作/交響曲 へ長調
山田耕律は日本における西洋音楽の礎を築いた偉大な音楽家である。国内にあっては自らオーケストラを

組織して西洋音楽の普及に努め、国外にあつては自作の指揮やショスタコーヴィチをはじめとする作曲家と

の交際を通じて日本の宣伝マンとしての役割も担った。そうした活躍の一方で、「赤とんぼ」「この道」等々、

いまでも多くの人々に愛唱される歌曲を作曲し、人々の生活の中に音楽を染み込ませていった。まさに人面

六臀の活躍をした巨人であり、僕たち現代の音楽愛好者にとつての大恩人であると言って良い。

本日演奏する交響曲は、山田がドイツ留学中に作曲した作品である。おそらく、留学で学んだ作曲技法の

集大成との思いを込めて作曲したのだろう。このとき山田はまだ 20歳代なかlt血気盛んな若者の才気が
ほとばしるような溌劇とした作品が生まれた。「日本人が最初に書いた交響曲」と呼ばれるにふさわしい、

記念碑的傑作である。伝統的な4楽章構成をとり、全体にベートーベンやシューマンの影響を強く感じさせ

る。ドイツの古典に学んだ正統派の交響曲といえよう。しかし、作曲された 1912年という年代を考えると、

このように正統派の作風をとつたことに逆に驚かされる。2年前にはストラヴィンスキイの『火の鳥』が上

演されており、前年にはロマン派最後の巨人マーラーが死去し、シベリウスが独創的な「第4交響曲」を作

曲している。このように、音楽の歴史が未来へと大きく舵を切っていたのにもかかわらず、山田は敢えて古

典に範を求めたのである。この若き山田の着実な姿勢が、後の活躍の上台となっていったのだろう。

初演は帰国後に山田自身の指揮でおこなわれた。その際、「かちどきと平和」という表題が付けられたが、

これは第 1次世界大戦の最中であつたために付けられたものと考えられる。また、この当時「交響曲」とい

う抽象的な音楽を受け入れるだけの素養を持った聴衆が多くいたとも考えにくく、気の利いた題をつけるこ

とが必要とされたのであろう。もちろん、作由の経緯からしてこの表題は鑑賞の助けになるものではない。

飽くまでも表題の無い絶対音楽として鑑賞すべき作品である。

第 1楽章 :悠然とした序奏を経て、心地良い速さを持つた主部に至る。いずれも3拍子で書かれている。今

でさえ「日本人が苦手な拍子」と言われる3拍子で第 1楽章を書いたのは山田の挑戦意欲のなせるわざだろ

う力Ъ基本的に疾走するような速いテンポを保つていながら、突如として遅い序奏が回想される。この極端

なテンポの変化から、大胆不敵で怖いもの知らずな青年作曲家の横顔が見えてくる。

第2楽章 :テンポ指定はアダージョだが、「やや行進曲風に」とも指示されており、程好い推進力を持つ。

深刻な内面告白としての役割を担うことが多いロマン派の「アダージョ楽章」とは一味違った軽やかな作風

である。野山を散策するような風晴があり、花鳥サ副目を愛でる日本人らしさが最も表れた楽章と言えよう。

第3楽章 :野生的な迫力を持ったスケルツォ。 トリオを2つ持つ 5部形式をとる。5部形式のスケルツォは
ベートーベンにも見られるが、山田は2つのトリオがまったく違う音楽である点0虫創的だ:第 1ト リオが

舞曲風なのに対し、第2ト リオは瞑想的である。湧き上がる多様な楽想が凝縮された楽章である。

第4楽章 :重々しい序奏から始まるが、徐々に力をみなぎらせていき、金管の壮麗なファンファーレによっ

て劇的に明転し、堂々とした主部を迎える。ベートーベンの第 5交響曲の劇的な変化を強く意識したのかも

しれない。最後はスメタナの『モルダウ』を思わせる、これまた劇的な終結を迎える。

(野.麟 輔 )
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シベリウス/交響曲第 7番 ハ長調
シベリウス (1865-1957)は生涯に7番までの交響曲を書いた。ベートーヴェンは9曲の交響曲を残した

が、彼以降作曲家の交響曲生涯目標は9曲となったという話がある。もしそうなら、シベリウス最後の交響

曲が7番、というのはいかにも少ない感じがする。シベリウスがこの曲を書いたのは彼 59歳のときだった。

92歳 という長寿に恵まれながらなぜ交響曲を書くのをやめたの力Ъそれはきょうこの曲を聴いてもらえれば

わかると思う。

交響曲第 7番は演奏時間が 22分しかない。しかも単一楽章で編成も小さい。彼が最初に書いたクレルヴ

ォ交響曲は演奏時間が 70分、5楽章にも及ぶ大編成で男声合唱まで加わる。ふつう、作曲家は作品を重ね

るごとに規模が大きくなる傾向があるが、シベリウスはまったく逆几 作品ごとに次第に簡素になってくる。

すべての芸術世界に共通する何かをシベリウスは見つけたかもしれない。ものごとの本質を見極めようとす

るとどんどん無駄が省かれ、簡素なものになって行くようなことだ。交響曲としての結論を出してしまった

彼は、もはや次に続くものを書けなくなってしまったのだろう。

0分 :ティンパニに続く不気味な上昇音階が低弦に出るが、これが基本動機なので随所に何度も登場する。

22分間耳をすませて探してほしい。

1分 :まずフルー ト、クラリネットに柔らかな旋律が現れる。

3分 :ビオラを中心とした弦楽器の崇高な演奏が続く。何か祈りたくなる気分。

6分 :オーケストラの強奏にトロンボーンの独奏が朗々としている。雄大な感じ。

10分 :テンポがだんだん速くなる。スケルツォに相当する部分で、管楽器と弦楽器が交代で小刻みな旋律

をやりとりする。

12分 :弦楽器が低音で半音階をいつたり来たりするところにトロンボーンを初めとした管楽器が相手かま

わず重なり合う。おどろおどろしい雰囲気

14分 :急にのどかな音楽になる。この曲で一番なじみやすく聴きやすいところ。平原を疾走する感じ。

18分 :閑話休題Lさつきのスケルツォ部分が再現される。ガ咳Jみな旋律のやりとりは弦楽器のみの刻みと

なり、その上にホルンが基本動機を演奏するのをみつけてほしい。

19分 :いよいよクライマックス。堂々とした広がりのある旋律のあと、急に混沌とした恐怖の世界に変わ

る。なにか地球のマグマが吹き出したかのよう。

20分 :音楽は勢いを減じ、途切れがちになる。終わりが近い。

21分 :1分で登場したテーマがフルー トに帰ってきた。神がすぐ近くにまで来ているようだ。この曲で一

番好きな部分。

22分 :最後は重厚、雄大に結鳥

(曲 目推薦者 Hm.長岡 武志)
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出田耕律作品楽譜代援助への御礼

3年 6月 に、今回の演奏曲目であるШ田耕律作曲『交響曲へ長調』の楽譜のレンタル料金について版権所
有者より常識的な額をはるかに逸脱した高額な金額を要求されたことから、曲□変更も視野に入れざるを得

ない危機的な状況にβ循りました。そこで、前回定期演奏会 (6月 24日 )の場でご来場の皆様にご支援をお願い

いたしましたところ、多くの皆様からありがたいご寄付をいただくことが出来ました。この場をお借りして、ご

援助くださつた皆様のご芳名をお矢□らせし、御ネしに代えさせていただきたいと思います

守安 不□子様  田村 禎雄様  辻 良治様  中村 晃之様  吉田 健太様

梅下 義―様  小出 敏枝様  的場 学様
皆様からのご支援の合計は、私たちの見込みをはるかに上回る 87,000円 におよび、大いに勇気付けられ

ました。

一方、版権所有者側も楽譜レンタル料金の大幅な値下げに応じるという誠意ある対応を見せました。

こうした多くの皆様方のあたたかいご支援のおかげで、9回の演奏会を無事実現できる運びとなりました。

ありがとうございました。
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京都フィロムジカ管弦楽団「友の会」会員様ご芳名

村上 治子様   杉本 幸子様   谷□ 佳隆様   吉田 寛子様   政岡 潤平様

渡辺 真人様   大原 達也様   岡本 幸雄様   梅下 義―様   小出 実様

渡辺 不B美様   安藤 美知穂様  中西 充弥様   大八本 武文様  小出 敏枝様

松村 里香様   稲村 董雄様   信広 澄子様   大八木 隆子様  福田 幾子様

越後 千代様   遠藤 時金様   横田 洋子様   中島 保志様   西坂 壽美子様

渡辺 ―真様   倉田 八重子様  吉田 育弘様   大東 直勝様   松浦 淳司様

渡辺 由加理様  丼谷 宏美様   孝本 浩基様   吉田 健太様   梅下 義記様

渡辺 晴菜様   鎗本 不0弘様   堀丼 達雄様   せきやすいち様
2002年 4月に発足しました「友の会」は,上記会員の皆様方よりご支援いただいております。

友の会の皆様のご支援より、このたびコントラバスのケースカバー(30,200円 )を購入致しました。この場を

もってご報告ならびに御ネL申し上げます。
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1=602-0858

京都市上京区河原町通荒神口上ルニ筋目東入ル

TEL(075)231-1727側
FAX(075)256-4604

合宿・個人旅行・団体旅行・スキー

などの全ての旅行をサポートします

日本教育旅行閉
京都市下京区下数珠屋町通東洞院東入

0120-040‐ 566(フ リータ
゛
イヤル)

httpン与/www.net‐ fl・eewaycom
担当 藤田 珠里
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京都フイロムジカ管弦楽団からのお知らせ

―

率 水 水 歿 歿 葉

…

歿 水 歿 К 水 水 水

…

な ふ %(歿ス 水 燿 燿 黎

“
""“ “ “ “ “ “ “

,第 23固定期演奏会々         い第 24回定期演奏会ゃ

2∞8年 6月 8日 (日)長 岡京記念文化会館      2∞ 8年 12月頃 会場未定
ニールセン/交響曲第 1番         シベリウス/『クッレルヴォ』
べ=トーベン/交響曲第8番 ほか                   (予 定)

…
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,新入団員随時募集中ゃ

私達ととも1靖楽を創つていきませんか? 現在当団では以下のパー トを募集しております。
募集パー ト:ヴァイオリン・ヴィオラ・チエロ 'コ ントラバス・フアゴットロトロンボーン・打楽器

※管楽器・打楽器パートはオーディションがあります。

※コントラバスは団所有の楽器がありますもご相談下さい。

詳細は団員募集担当までお問い合わせ下さい。

団員募集担当 Tel:0908163■ 626(専用携帯電話 担当 :竹内)鵬腱il:recruitttyotophilo.com
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,「友の会」会員随時募集中ゃ
フィロムジカの活動を応援してくださる方を募集しています

【年会費】 1日  1,000円   【期 間】ご入会いただいた月より1年間
【特 典】 1.期間内の定期演奏会に、1口につき1名様を無料ご招待

2.その他演奏活動のご案内

3.定期演奏会プログラムヘのご芳名の掲載

お申込み・入会に関するお問合せ  Te181Fax 075-605Ю 123(西村) E¶ailitomomyotophilo com
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京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ http://m.ky6tophilo.com/

クラシック音楽の海外公演・国際交流
海外での公演・国際交流は、現地でのマネジメン トが大切です。

弊社は日本のオーケス トラの海外公演 。国際交流を、真の意味で成功 させて参 りま した。

海外公演・国際交流のお手伝いはおまかせください。

海外公濁真颯 。予定

岡山県桃太郎少年含唱団ヨーロッパ公演 1998年 .2005年 8月
(ドイツ :レーゲンスプルク大聖ツ プラ八リレドルフィヌム スークホール他)
同志社大学交響楽団ヨーロップヽ公演 1998年 ,2001年 ,2004年 ,2007年
(プラ′ヽ ドヴォルザークホー,b/ブダペスト:リスト音楽げ ミュンヘン/ヴュルツプルク/グラーツ他)
彦根市ベルリン第九オーケス トラ・含唱団 1999年 12月 (ベルリン :SFB放送大ホール)
京都市民管弦楽団ヨーロッパ公演 1999年 (ウ ィーン :ムジークフェライン大ホール他)
岐阜県交響楽創立55周年ウィーン/AN演 2009年 (ウィーン :ムジークフェライン大ホール)予定

ホームベージ :htp://― mitsuma∞ !W
協力会社 :ルフトハンザドイツ航空会社、全 日空、」TB、 近畿 日本ツ

=リ
スト、AIU保険会社


